
(57)【要約】

【課題】乾燥手段の送風口に対する食器類の配置位置に

応じて乾燥を効率よく行うことができるようにする。

【解決手段】光センサ１５，１６，１７により、ファン

装置１０の送風口１３に対する食器類７，８の配置位置

を検出する。制御装置２２は、乾燥行程において、光セ

ンサ１５～１７の検出結果に基づきファン装置１０の運

転を制御する。例えば、送風口１３から遠い左側の食器

類７のみの場合には、ファン装置１０を強めの運転とし

、送風口１３に近い右側の食器類８のみの場合には、フ

ァン装置１０を弱めの運転とし、左右両側の食器類７，

８がある場合には、ファン装置１０は通常運転とする。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
乾 燥 室 と 、
こ の 乾 燥 室 内 に 収 容 さ れ 、 食 器 類 が 載 置 さ れ る 食 器 載 置 体 と 、
送 風 口 か ら 前 記 乾 燥 室 内 に 送 風 し て 前 記 食 器 類 を 乾 燥 さ せ る 乾 燥 手 段 と 、
前 記 送 風 口 に 対 す る 前 記 食 器 類 の 配 置 位 置 を 検 出 す る 配 置 位 置 検 出 手 段 と 、
こ の 配 置 位 置 検 出 手 段 の 検 出 結 果 に 基 づ き 前 記 乾 燥 手 段 を 制 御 す る 制 御 手 段 と を 具 備 し た
こ と を 特 徴 と す る 食 器 乾 燥 機 。
【 請 求 項 ２ 】
乾 燥 室 と 、
こ の 乾 燥 室 内 に 収 容 さ れ 、 食 器 類 が 載 置 さ れ る 食 器 載 置 体 と 、
送 風 口 か ら 前 記 乾 燥 室 内 に 送 風 し て 前 記 食 器 類 を 乾 燥 さ せ る 乾 燥 手 段 と 、
前 記 送 風 口 に 対 す る 前 記 食 器 類 の 配 置 位 置 を 入 力 す る 配 置 位 置 入 力 手 段 と 、
こ の 配 置 位 置 入 力 手 段 の 入 力 情 報 に 基 づ き 前 記 乾 燥 手 段 を 制 御 す る 制 御 手 段 と を 具 備 し た
こ と を 特 徴 と す る 食 器 乾 燥 機 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 乾 燥 室 内 に 送 風 し て 乾 燥 室 内 の 食 器 類 を 乾 燥 さ せ る 乾 燥 手 段 を 備 え た 食 器 乾 燥
機 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 、 例 え ば 食 器 洗 い 乾 燥 機 に お い て は 、 乾 燥 室 を 兼 ね る 洗 浄 槽 内 に 収 容 さ れ る 食 器 か ご
に 載 置 さ れ る 食 器 類 （ 被 洗 浄 物 ） の 容 量 （ 重 量 ） を 検 知 す る 容 量 検 知 手 段 （ 例 え ば 重 量 セ
ン サ ） を 設 け 、 そ の 容 量 検 知 手 段 の 検 出 容 量 に 変 化 が あ っ た 場 合 に 、 そ の 容 量 変 化 に 応 じ
て 乾 燥 手 段 の 乾 燥 時 間 や 、 送 風 手 段 の 送 風 能 力 や 、 ヒ ー タ の 通 電 時 間 な ど を 変 化 さ せ る こ
と で 、 運 転 中 に 食 器 容 量 に 変 化 が あ っ て も 、 乾 燥 を 確 実 に 、 ま た 、 乾 燥 時 間 、 消 費 電 力 を
最 適 に す る よ う に し た も の が 公 知 で あ る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 平 １ １ － ３ ３ ２ ８ １ ４ 号 公 報 （ 段 落 ［ ０ ０ ３ ２ ］ ～ ［ ０ ０ ６ １ ］ ）
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
上 記 し た 従 来 構 成 の も の で は 、 容 量 検 知 手 段 は 、 食 器 類 の 容 量 （ 重 量 ） を 検 出 す る も の で
あ り 、 食 器 類 の 配 置 位 置 に は 関 係 が な い 。 と こ ろ で 、 食 器 類 を 乾 燥 さ せ る 場 合 、 送 風 手 段
の 送 風 口 に 対 す る 食 器 類 の 配 置 位 置 に よ っ て 乾 燥 効 率 が 異 な る が 、 従 来 の も の で は こ の よ
う な こ と に つ い て は 、 何 ら 考 慮 さ れ て い な い も の で あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
本 発 明 は 上 記 事 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 そ の 目 的 は 、 乾 燥 手 段 の 送 風 口 に 対 す る
食 器 類 の 配 置 位 置 に 応 じ て 乾 燥 を 効 率 よ く 行 う こ と が で き る 食 器 乾 燥 機 を 提 供 す る に あ る
。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 し た 目 的 を 達 成 す る た め に 、 請 求 項 １ の 発 明 の 食 器 乾 燥 機 は 、 乾 燥 室 と 、 こ の 乾 燥 室
内 に 収 容 さ れ 、 食 器 類 が 載 置 さ れ る 食 器 載 置 体 と 、 送 風 口 か ら 前 記 乾 燥 室 内 に 送 風 し て 前
記 食 器 類 を 乾 燥 さ せ る 乾 燥 手 段 と 、 前 記 送 風 口 に 対 す る 前 記 食 器 類 の 配 置 位 置 を 検 出 す る
配 置 位 置 検 出 手 段 と 、 こ の 配 置 位 置 検 出 手 段 の 検 出 結 果 に 基 づ き 前 記 乾 燥 手 段 を 制 御 す る
制 御 手 段 と を 具 備 し た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
配 置 位 置 検 出 手 段 に よ り 検 出 さ れ た 食 器 類 の 配 置 位 置 が 、 例 え ば 送 風 口 の 近 く で 、 風 が 当
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た り 易 い 場 所 の み の 場 合 に は 、 そ れ ら 食 器 類 は 乾 燥 さ せ 易 い た め 、 乾 燥 手 段 の 送 風 能 力 を
弱 く し た り 、 乾 燥 時 間 を 短 く し た り す る こ と で 、 余 分 な エ ネ ル ギ ー を 節 約 す る こ と が 可 能
と な る 。 ま た 、 配 置 位 置 検 出 手 段 に よ り 検 出 さ れ た 食 器 類 の 配 置 位 置 が 、 送 風 口 か ら 遠 い
、 ま た は 風 が 当 た り 難 い 場 所 の み の 場 合 に は 、 そ れ ら 食 器 類 は 乾 燥 し 難 い た め 、 乾 燥 手 段
の 送 風 能 力 を 強 く し た り 、 乾 燥 時 間 を 長 く し た り す る こ と で 、 乾 き 残 し を 防 ぎ 、 確 実 に 乾
燥 さ せ る よ う に す る 。 こ の よ う に 制 御 す る こ と で 、 乾 燥 手 段 の 送 風 口 に 対 す る 食 器 類 の 配
置 位 置 に 応 じ て 乾 燥 を 効 率 よ く 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
上 記 と 同 様 な 目 的 を 達 成 す る た め に 、 請 求 項 ２ の 発 明 の 食 器 乾 燥 機 は 、 乾 燥 室 と 、 こ の 乾
燥 室 内 に 収 容 さ れ 、 食 器 類 が 載 置 さ れ る 食 器 載 置 体 と 、 送 風 口 か ら 前 記 乾 燥 室 内 に 送 風 し
て 前 記 食 器 類 を 乾 燥 さ せ る 乾 燥 手 段 と 、 前 記 送 風 口 に 対 す る 前 記 食 器 類 の 配 置 位 置 を 入 力
す る 配 置 位 置 入 力 手 段 と 、 こ の 配 置 位 置 入 力 手 段 の 入 力 情 報 に 基 づ き 前 記 乾 燥 手 段 を 制 御
す る 制 御 手 段 と を 具 備 し た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
配 置 位 置 入 力 手 段 の 入 力 情 報 に よ り 得 ら れ た 食 器 類 の 配 置 位 置 が 、 例 え ば 送 風 口 の 近 く で
、 風 が 当 た り 易 い 場 所 の み の 場 合 に は 、 そ れ ら 食 器 類 は 乾 燥 さ せ 易 い た め 、 乾 燥 手 段 の 送
風 能 力 を 弱 く し た り 、 乾 燥 時 間 を 短 く し た り す る こ と で 、 余 分 な エ ネ ル ギ ー を 節 約 す る こ
と が 可 能 と な る 。 ま た 、 配 置 位 置 入 力 手 段 の 入 力 情 報 に よ り 得 ら れ た 食 器 類 の 配 置 位 置 が
、 送 風 口 か ら 遠 い 、 ま た は 風 が 当 た り 難 い 場 所 の み の 場 合 に は 、 そ れ ら 食 器 類 は 乾 燥 し 難
い た め 、 乾 燥 手 段 の 送 風 能 力 を 強 く し た り 、 乾 燥 時 間 を 長 く し た り す る こ と で 、 乾 き 残 し
を 防 ぎ 、 確 実 に 乾 燥 さ せ る よ う に す る 。 こ の よ う に 制 御 す る こ と で 、 乾 燥 手 段 の 送 風 口 に
対 す る 食 器 類 の 配 置 位 置 に 応 じ て 乾 燥 を 効 率 よ く 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 を 、 食 器 洗 い 乾 燥 機 に 適 用 し た 第 １ 実 施 例 に つ い て 図 １ な い し 図 ３ を 参 照 し
て 説 明 す る 。
ま ず 、 図 １ に は 、 食 器 洗 い 乾 燥 機 を 正 面 側 か ら 見 た 概 略 的 な 構 成 図 が 示 さ れ て い る 。 こ の
図 １ に お い て 、 食 器 洗 い 乾 燥 機 の 本 体 １ の 内 部 に は 、 乾 燥 室 を 兼 ね る 洗 浄 槽 ２ が 設 け ら れ
て い る 。 こ の 洗 浄 槽 ２ の 前 面 開 口 部 は 、 図 示 し な い 扉 に よ り 開 閉 さ れ る よ う に な っ て い る
。
【 ０ ０ １ １ 】
洗 浄 槽 ２ 内 の 下 部 に は 、 洗 浄 手 段 を 構 成 す る 洗 浄 ノ ズ ル ３ が 配 設 さ れ て い る 。 こ の 洗 浄 ノ
ズ ル ３ は 、 洗 浄 槽 ２ の 下 方 に 配 設 さ れ た 図 示 し な い 洗 浄 ポ ン プ に よ り 加 圧 さ れ た 洗 浄 水 を
上 方 に 向 け て 噴 射 す る 構 成 と な っ て い る 。 洗 浄 槽 ２ 内 の 底 部 に は 、 洗 浄 ノ ズ ル ３ の 下 方 に
位 置 さ せ て 加 熱 手 段 と し て の ヒ ー タ ４ が 配 設 さ れ て い る 。 ヒ ー タ ４ は 、 印 加 電 圧 に よ り 発
熱 量 を 制 御 可 能 な も の を 用 い る 。 ま た 、 洗 浄 槽 ２ の 底 部 の 下 面 に は 、 洗 浄 槽 ２ 内 の 温 度 を
検 出 す る 温 度 セ ン サ ５ が 配 設 さ れ て い る 。 洗 浄 槽 ２ 内 に お い て 、 洗 浄 ノ ズ ル ３ の 上 方 に 位
置 さ せ て 、 食 器 載 置 体 を 構 成 す る 食 器 か ご ６ が 出 し 入 れ 可 能 に 収 容 さ れ て い る 。 こ の 食 器
か ご ６ に 、 被 洗 浄 物 で あ る 食 器 類 ７ ， ８ が 載 置 さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
洗 浄 槽 ２ の 右 側 壁 の 外 側 に は 、 送 風 手 段 を 構 成 す る フ ァ ン 装 置 １ ０ が 設 け ら れ て い る 。 こ
の フ ァ ン 装 置 １ ０ は 、 送 風 羽 根 １ １ と こ の 送 風 羽 根 １ １ を 回 転 駆 動 す る フ ァ ン モ ー タ １ ２
と を 備 え て い て 、 送 風 口 １ ３ か ら 洗 浄 槽 ２ 内 へ 送 風 す る 構 成 と な っ て い る 。 フ ァ ン モ ー タ
１ ２ は 、 回 転 速 度 の 制 御 が 可 能 な 、 例 え ば ブ ラ シ レ ス Ｄ Ｃ モ ー タ を 用 い る 。 こ の 場 合 、 送
風 口 １ ３ は 、 食 器 か ご ６ の 右 上 方 に 配 置 さ れ て い る 。 こ こ で 、 こ の フ ァ ン 装 置 １ ０ と 、 上
記 ヒ ー タ ４ と に よ り 、 食 器 類 ７ ， ８ を 乾 燥 さ せ る 乾 燥 手 段 を 構 成 し て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
さ て 、 上 記 食 器 か ご ６ の 周 囲 に は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 複 数 組 、 こ の 場 合 ３ 組 の 光 セ ン サ
１ ５ ， １ ６ ， １ ７ が 設 け ら れ て い る 。 こ れ ら 各 光 セ ン サ １ ５ ～ １ ７ は 、 食 器 か ご ６ に 載 置
さ れ る 食 器 類 ７ ， ８ の 配 置 位 置 を 検 出 す る た め の も の で あ り 、 そ れ ぞ れ 発 光 素 子 １ ８ ａ ，
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１ ８ ｂ ， １ ８ ｃ と 受 光 素 子 １ ９ ａ ， １ ９ ｂ ， １ ９ ｃ と を 対 向 配 置 し て 構 成 さ れ て い る 。 こ
れ ら の う ち １ 組 の 光 セ ン サ １ ５ の 発 光 素 子 １ ８ ａ と 受 光 素 子 １ ９ ａ は 、 洗 浄 槽 ２ の 左 右 両
側 壁 に 位 置 さ せ て 食 器 か ご ６ を 挟 む よ う に 配 置 さ れ て い る 。 こ の 光 セ ン サ １ ５ の 発 光 素 子
１ ８ ａ と 受 光 素 子 １ ９ ａ は 、 洗 浄 槽 ２ の 前 後 方 向 の ほ ぼ 中 央 部 に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
ま た 、 残 り の ２ 組 の 光 セ ン サ １ ６ ， １ ７ の 各 発 光 素 子 １ ８ ｂ ， １ ８ ｃ は 、 図 示 し な い 扉 の
内 部 に 配 置 さ れ 、 ま た 、 各 受 光 素 子 １ ９ ｂ ， １ ９ ｃ は 、 洗 浄 槽 ２ の 後 壁 に 、 対 応 す る 発 光
素 子 １ ８ ｂ ， １ ８ ｃ と 対 向 し て 食 器 か ご ６ を 挟 む よ う に 配 置 さ れ て い る 。 ２ 組 の 光 セ ン サ
１ ６ ， １ ７ の う ち 一 方 の 光 セ ン サ １ ６ は 、 洗 浄 槽 ２ の 左 右 方 向 の 中 央 部 よ り や や 左 寄 り に
配 置 さ れ 、 他 方 の 光 セ ン サ １ ７ は 、 洗 浄 槽 ２ の 左 右 方 向 の 中 央 部 よ り や や 右 寄 り に 配 置 さ
れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
本 体 １ の 下 部 の 前 面 に は 操 作 パ ネ ル ２ １ が 設 け ら れ て い て 、 こ の 操 作 パ ネ ル ２ １ に 、 図 示
は し な い が 操 作 ス イ ッ チ や 表 示 部 が 設 け ら れ て い る 。 そ し て 、 操 作 パ ネ ル ２ １ の 裏 側 に は
、 制 御 手 段 を 構 成 す る 制 御 装 置 ２ ２ が 設 け ら れ て い る 。 こ の 制 御 装 置 ２ ２ は 、 例 え ば マ イ
ク ロ コ ン ピ ュ ー タ か ら 構 成 さ れ て い て 、 食 器 洗 い 乾 燥 機 に お け る 洗 い 運 転 及 び 乾 燥 運 転 の
動 作 全 般 を 制 御 す る 制 御 プ ロ グ ラ ム を 有 し て い る 。 な お 、 本 体 １ 内 に は 、 図 示 は し な い が
、 洗 浄 槽 ２ 内 に 給 水 す る た め の 給 水 弁 、 洗 浄 槽 ２ 内 の 水 位 を 検 出 す る 水 位 セ ン サ 、 洗 浄 槽
２ 内 の 洗 浄 水 を 外 部 へ 排 出 す る た め の 排 水 ポ ン プ な ど が 配 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
次 に 上 記 構 成 の 作 用 を 説 明 す る 。
ま ず 、 使 用 者 は 、 食 器 か ご ６ に 食 器 類 ７ ， ８ を 載 置 す る と 共 に 、 こ の 食 器 か ご ６ を 洗 浄 槽
２ 内 に 収 容 す る 。 そ し て 、 洗 剤 を 投 入 し た 後 、 扉 を 閉 め 、 操 作 パ ネ ル ２ １ の 操 作 ス イ ッ チ
を 操 作 す る 。 こ の と き 、 使 用 者 は 、 標 準 コ ー ス を 設 定 し た と す る 。 す る と 、 制 御 装 置 ２ ２
は 、 こ の 標 準 コ ー ス で は 、 例 え ば 、 配 置 位 置 検 出 行 程 、 洗 い 行 程 、 ２ 回 の す す ぎ 行 程 、 温
水 す す ぎ 行 程 、 乾 燥 行 程 を 順 に 実 行 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
ま ず 、 配 置 位 置 検 出 行 程 で は 、 制 御 装 置 ２ ２ は 、 光 セ ン サ １ ５ ～ １ ７ に よ り 、 食 器 か ご ６
に 載 置 さ れ た 食 器 類 ７ ， ８ の 配 置 位 置 を 検 出 す る 。 こ こ で は 、 説 明 を 簡 単 に す る た め 、 食
器 類 ７ ， ８ は 、 図 １ に 示 す 左 右 の ２ 箇 所 の み に 配 置 さ れ る も の と す る 。 各 光 セ ン サ １ ５ ～
１ ７ は 、 発 光 素 子 １ ８ ａ ， １ ８ ｂ ， １ ８ ｃ か ら 発 せ ら れ た 光 が 食 器 類 ７ ， ８ に よ り 遮 断 さ
れ る と 、 受 光 素 子 １ ９ ａ ， １ ９ ｂ ， １ ９ ｃ に よ り そ の 光 を 受 け る こ と が で き な く な る た め
、 こ れ に よ り 食 器 類 ７ ， ８ の 配 置 位 置 を 検 出 す る 。 こ の 検 出 結 果 は 制 御 装 置 ２ ２ に 入 力 さ
れ る 。 制 御 装 置 ２ ２ は 、 こ れ ら 光 セ ン サ １ ５ ～ １ ７ の 検 出 結 果 に 基 づ き 、 フ ァ ン 装 置 １ ０
の 送 風 口 １ ３ に 対 す る 食 器 類 ７ ， ８ の 配 置 位 置 を 検 出 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
こ の 場 合 、 左 右 の 光 セ ン サ １ ６ ， １ ７ の う ち 、 左 側 の 光 セ ン サ １ ６ の み が 食 器 類 ７ を 検 出
し た 場 合 （ 受 光 素 子 １ ９ ｂ が 受 光 し な か っ た 場 合 ） に は 、 制 御 装 置 ２ ２ は 、 食 器 類 ７ が 「
左 の み 」 に 配 置 さ れ て い る と 判 定 し 、 右 側 の 光 セ ン サ １ ７ の み が 食 器 類 ８ を 検 出 し た 場 合
（ 受 光 素 子 １ ９ ｃ が 受 光 し な か っ た 場 合 ） に は 、 制 御 装 置 ２ ２ は 、 食 器 類 ８ が 「 右 の み 」
に 配 置 さ れ て い る と 判 定 し 、 左 右 の 両 光 セ ン サ １ ６ ， １ ７ が 食 器 類 ７ ， ８ を 検 出 し た 場 合
（ 受 光 素 子 １ ９ ｂ ， １ ９ ｃ が 受 光 し な か っ た 場 合 ） に は 、 制 御 装 置 ２ ２ は 、 食 器 類 ７ ， ８
が 「 左 右 両 方 」 に 配 置 さ れ て い る と 判 定 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
そ し て 、 食 器 類 ７ ， ８ の 前 後 方 向 の 配 置 位 置 を 検 出 す る 光 セ ン サ １ ５ は 、 上 記 同 様 に 、 食
器 類 ７ ， ８ が 図 ２ に 示 す よ う に 前 後 方 向 の 中 央 に 配 置 さ れ て い る か 否 か を 検 出 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
次 に 、 制 御 装 置 ２ ２ は 、 洗 い 行 程 を 実 行 す る 。 洗 い 行 程 で は 、 ま ず 給 水 弁 を 開 放 し て 洗 浄
槽 ２ 内 に 所 定 の 設 定 水 位 ま で 給 水 す る 。 そ し て 、 ヒ ー タ ４ を 通 電 し て 洗 浄 水 を 加 熱 す る と
共 に 、 洗 浄 ポ ン プ を 駆 動 し て 洗 浄 ノ ズ ル ３ か ら 洗 浄 水 を 食 器 類 ７ ， ８ に 向 け て 噴 射 す る 。
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こ の と き 、 洗 浄 ノ ズ ル ３ は 、 噴 射 の 反 動 に よ り 回 転 す る 。 こ の 洗 浄 水 の 噴 射 に よ り 、 食 器
か ご ６ 内 の 食 器 類 ７ ， ８ が 洗 浄 さ れ る 。 そ し て 、 所 定 時 間 が 経 過 す る か 、 ま た は 、 温 度 セ
ン サ ５ の 検 出 温 度 が 予 め 設 定 さ れ た 温 度 に 達 し た こ と を 検 出 す る と 、 ヒ ー タ ４ を 断 電 す る
と 共 に 、 洗 浄 ポ ン プ の 駆 動 を 停 止 さ せ た 後 、 排 水 ポ ン プ を 駆 動 し て 洗 浄 槽 ２ 内 の 洗 浄 水 を
排 出 す る 。 こ れ に よ り 、 洗 い 行 程 が 終 了 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
次 に 、 制 御 装 置 ２ ２ は 、 す す ぎ 行 程 を 実 行 す る 。 す す ぎ 行 程 で は 、 ま ず 、 給 水 弁 を 開 放 し
て 洗 浄 槽 ２ 内 に 所 定 の 設 定 水 位 ま で 給 水 し た 後 、 洗 浄 ポ ン プ を 駆 動 し て 洗 浄 ノ ズ ル ３ か ら
洗 浄 水 を 食 器 類 ７ ， ８ に 向 け て 噴 射 す る こ と に よ っ て 行 う 。 所 定 の 設 定 時 間 が 経 過 し た ら
、 洗 浄 ポ ン プ の 駆 動 を 停 止 さ せ た 後 、 排 水 ポ ン プ を 駆 動 し て 洗 浄 槽 ２ 内 の 洗 浄 水 を 排 出 す
る 。 こ の よ う な す す ぎ 行 程 を ２ 回 行 う 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
次 に 、 制 御 装 置 ２ ２ は 、 温 水 す す ぎ 行 程 を 実 行 す る 。 温 水 す す ぎ 行 程 で は 、 給 水 弁 を 開 放
し て 洗 浄 槽 ２ 内 に 所 定 の 設 定 水 位 ま で 給 水 し た 後 、 ヒ ー タ ４ を 通 電 し て 洗 浄 水 を 加 熱 す る
と 共 に 、 洗 浄 ポ ン プ を 駆 動 し て 洗 浄 ノ ズ ル ３ か ら 洗 浄 水 を 食 器 類 ７ ， ８ に 向 け て 噴 射 す る
こ と に よ っ て 行 う 。 所 定 の 設 定 時 間 が 経 過 す る か 、 ま た は 、 温 度 セ ン サ ５ の 検 出 温 度 が 予
め 設 定 さ れ た 温 度 に 達 し た こ と を 検 出 す る と 、 ヒ ー タ ４ を 断 電 す る と 共 に 、 洗 浄 ポ ン プ の
駆 動 を 停 止 さ せ た 後 、 排 水 ポ ン プ を 駆 動 し て 洗 浄 槽 ２ 内 の 洗 浄 水 を 排 出 す る 。 こ れ に よ り
、 温 水 す す ぎ 行 程 が 終 了 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
次 に 、 制 御 装 置 ２ ２ は 、 乾 燥 行 程 を 実 行 す る 。 乾 燥 行 程 で は 、 ヒ ー タ ４ を 通 電 し て 発 熱 さ
せ る と 共 に 、 フ ァ ン 装 置 １ ０ を 運 転 し て 送 風 口 １ ３ か ら 洗 浄 槽 ２ 内 に 送 風 す る 。 こ の 発 熱
と 風 と に よ り 、 食 器 類 ７ ， ８ が 乾 燥 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
こ の と き 、 制 御 装 置 ２ ２ は 、 配 置 位 置 検 出 行 程 に お い て 検 出 し た 結 果 に 基 づ い て 、 フ ァ ン
装 置 １ ０ の 運 転 を 制 御 す る 。 具 体 的 に は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 配 置 位 置 検 出 行 程 に お い て
検 出 し た 結 果 が 、 左 側 の 食 器 類 ７ の み と 判 定 し た 場 合 に は 、 食 器 類 ７ は 送 風 口 １ ３ か ら 遠
く に の み あ る た め 、 フ ァ ン 装 置 １ ０ を 強 め の 運 転 に 設 定 す る （ フ ァ ン モ ー タ １ ２ の 回 転 速
度 を 通 常 よ り も 高 く す る ） 。 配 置 位 置 検 出 行 程 に お い て 検 出 し た 結 果 が 、 右 側 の 食 器 類 ８
の み と 判 定 し た 場 合 に は 、 食 器 類 ８ は 送 風 口 １ ３ の 近 く の み に あ る た め 、 フ ァ ン 装 置 １ ０
を 弱 め の 運 転 に 設 定 す る （ フ ァ ン モ ー タ １ ２ の 回 転 速 度 を 通 常 よ り も 低 く す る ） 。 そ し て
、 配 置 位 置 検 出 行 程 に お い て 検 出 し た 結 果 が 、 左 右 両 側 の 食 器 類 ７ 、 ８ が あ る と 判 定 し た
場 合 に は 、 フ ァ ン 装 置 １ ０ を 通 常 運 転 に 設 定 す る （ フ ァ ン モ ー タ １ ２ を 通 常 の 回 転 速 度 に
設 定 す る ） 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
更 に 、 光 セ ン サ １ ６ ， １ ７ に よ り 食 器 類 ７ ， ８ が 検 出 さ れ た 場 合 に お い て 、 光 セ ン サ １ ５
が 食 器 類 ７ ， ８ を 検 出 し た 時 は 上 記 制 御 が 変 わ る こ と は な い が 、 検 出 し な か っ た 時 は 食 器
類 ７ ， ８ が 前 後 方 向 に 偏 在 し て お り 、 食 器 類 ７ ， ８ は 送 風 口 １ ３ か ら は 更 に 遠 い 配 置 な っ
て い る 。 よ っ て 、 こ の 場 合 は 、 フ ァ ン 装 置 １ ０ の 上 記 強 め ・ 弱 め の 運 転 よ り フ ァ ン モ ー タ
１ ２ の 回 転 速 度 を 少 し 高 く 設 定 す る よ う に フ ァ ン 装 置 １ ０ を 制 御 す る 。
こ の 乾 燥 行 程 の 設 定 時 間 が 経 過 し た ら 、 ヒ ー タ ４ を 断 電 す る と 共 に 、 フ ァ ン 装 置 １ ０ の 運
転 を 停 止 す る 。 こ れ に よ り 、 洗 い 運 転 と 乾 燥 運 転 と が 完 了 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
上 記 し た 実 施 例 に よ れ ば 、 光 セ ン サ １ ５ ～ １ ７ に よ り 、 送 風 口 １ ３ に 対 す る 食 器 類 ７ ， ８
の 配 置 位 置 を 検 出 し 、 こ の 検 出 結 果 に 基 づ き フ ァ ン 装 置 １ ０ の 送 風 能 力 を 可 変 制 御 す る 構
成 と し た の で 、 余 分 な エ ネ ル ギ ー を 節 約 す る こ と が 可 能 と な る と 共 に 、 乾 き 残 し を 防 ぎ 、
確 実 に 乾 燥 さ せ る こ と が 可 能 と な る 。 よ っ て 、 フ ァ ン 装 置 １ ０ の 送 風 口 １ ３ に 対 す る 食 器
類 ７ ， ８ の 配 置 位 置 に 応 じ て 乾 燥 を 効 率 よ く 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
な お 、 上 記 し た 実 施 例 に お い て は 、 光 セ ン サ １ ５ ～ １ ７ を ３ 組 使 用 し た 例 を 示 し た が 、 も
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っ と 多 数 組 使 用 し て 、 食 器 類 の 配 置 位 置 を よ り 細 か く 検 出 し 、 そ れ に 基 づ き 、 よ り 細 か い
制 御 を 行 う こ と も 可 能 で あ り 、 逆 に 光 セ ン サ １ ５ は 必 要 に 応 じ て 設 け れ ば よ く 、 な く て も
よ い も の で あ る 。 ま た 、 食 器 類 ７ ， ８ の 配 置 位 置 の 検 出 を 、 乾 燥 行 程 の 直 前 に 行 う よ う に
し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
図 ４ は 本 発 明 の 第 ２ 実 施 例 を 示 し た も の で あ り 、 こ の 第 ２ 実 施 例 は 上 記 し た 第 １ 実 施 例 と
は 次 の 点 が 異 な っ て い る 。
す な わ ち 、 食 器 類 の 配 置 位 置 を 検 出 す る た め の 光 セ ン サ １ ５ ～ １ ７ は 設 け ず 、 代 わ り に 、
操 作 パ ネ ル ２ １ に 、 配 置 位 置 入 力 手 段 と し て 配 置 位 置 入 力 用 の ス イ ッ チ ２ ５ ， ２ ６ ， ２ ７
を 設 け る と 共 に 、 表 示 部 ２ ８ ， ２ ９ ， ３ ０ を 設 け て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
こ こ で 、 上 記 食 器 か ご ６ の 左 右 両 側 に 食 器 類 ７ ， ８ を 配 置 し た 場 合 に は 、 使 用 者 は 、 「 通
常 （ 両 方 ） 」 の ス イ ッ チ ２ ５ を 押 す 。 す る と 、 制 御 装 置 ２ ２ は 、 両 方 の 表 示 部 ２ ８ を 点 灯
す る 。 そ し て 、 乾 燥 行 程 の 際 に は 、 制 御 装 置 ２ ２ は 、 フ ァ ン 装 置 １ ０ の フ ァ ン モ ー タ １ ２
を 通 常 の 回 転 速 度 で 運 転 す る 。
食 器 か ご ６ の 左 側 の み に 食 器 類 ７ を 配 置 し た 場 合 に は 、 使 用 者 は 、 「 左 の み 」 の ス イ ッ チ
２ ６ を 押 す 。 す る と 、 制 御 装 置 ２ ２ は 、 左 の 表 示 部 ２ ９ の み を 点 灯 す る 。 そ し て 、 乾 燥 行
程 の 際 に は 、 フ ァ ン 装 置 １ ０ の フ ァ ン モ ー タ １ ２ を 通 常 よ り も 高 い 回 転 速 度 で 運 転 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
食 器 か ご ６ の 右 側 の み に 食 器 類 ８ を 配 置 し た 場 合 に は 、 使 用 者 は 、 「 右 の み 」 の ス イ ッ チ
２ ７ を 押 す 。 す る と 、 制 御 装 置 ２ ２ は 、 右 の 表 示 部 ３ ０ の み を 点 灯 す る 。 そ し て 、 乾 燥 行
程 の 際 に は 、 フ ァ ン 装 置 １ ０ の フ ァ ン モ ー タ １ ２ を 通 常 よ り も 低 い 回 転 速 度 で 運 転 す る 。
こ の よ う な 第 ２ 実 施 例 に お い て も 、 第 １ 実 施 例 と 同 様 の 作 用 効 果 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
本 発 明 は 、 上 記 し た 両 実 施 例 に の み 限 定 さ れ る も の で は な く 、 次 の よ う に 変 形 ま た は 拡 張
で き る 。
第 １ 実 施 例 に お い て は 光 セ ン サ １ ５ ～ １ ７ に よ る 配 置 位 置 の 検 出 結 果 に 基 づ き 、 ま た 、 第
２ 実 施 例 に お い て は 配 置 位 置 入 力 用 の ス イ ッ チ ２ ５ ～ ２ ７ の 入 力 情 報 に 基 づ き 、 フ ァ ン 装
置 １ ０ の 送 風 能 力 （ フ ァ ン モ ー タ １ ２ の 回 転 速 度 ） を 変 更 す る よ う に し た が 、 こ れ に 代 え
て 、 例 え ば 、 乾 燥 行 程 の 運 転 時 間 を 変 更 す る よ う に し た り 、 ヒ ー タ ４ の 発 熱 量 （ ひ い て は
乾 燥 時 の 温 度 ） を 変 更 す る よ う に し た り す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
本 発 明 は 、 洗 浄 槽 ２ 内 に 食 器 か ご が 上 下 ２ 段 に 設 置 さ れ る 場 合 に も 適 用 で き る 。 こ の 場 合
、 フ ァ ン 装 置 １ ０ も 、 そ れ ら 食 器 か ご に 対 応 さ せ て 上 下 ２ 段 に 設 け る 。 ま た 、 こ の よ う な
構 成 に お い て 、 洗 浄 ノ ズ ル も 食 器 か ご に 対 応 さ せ て 上 下 ２ 段 に 設 け 、 各 食 器 か ご に 対 応 さ
せ て 、 食 器 類 の 配 置 位 置 検 出 用 の 光 セ ン サ １ ５ ～ １ ７ を 設 け 、 洗 い 行 程 や す す ぎ 行 程 に お
い て 、 そ れ ら 光 セ ン サ １ ５ ～ １ ７ の 検 出 結 果 に 基 づ き 、 使 用 す る 洗 浄 ノ ズ ル や 噴 射 圧 力 を
制 御 し た り 、 乾 燥 行 程 に お い て 、 使 用 す る フ ァ ン 装 置 １ ０ や フ ァ ン 装 置 １ ０ の 回 転 速 度 を
制 御 し た り す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
本 発 明 は 、 洗 浄 手 段 が な い 食 器 乾 燥 機 に も 適 用 で き る 。
配 置 位 置 検 出 手 段 と し て は 、 透 過 型 の 光 セ ン サ １ ５ ～ １ ７ に 限 ら れ ず 、 反 射 型 の 光 セ ン サ
、 赤 外 線 セ ン サ 、 超 音 波 セ ン サ な ど で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 の 説 明 か ら 明 ら か な よ う に 、 請 求 項 １ の 発 明 に よ れ ば 、 乾 燥 手 段 の 送 風 口 に 対 す る 食
器 類 の 配 置 位 置 を 配 置 位 置 検 出 手 段 に よ り 検 出 し 、 そ の 検 出 結 果 に 基 づ き 乾 燥 手 段 を 制 御
す る こ と に よ り 、 乾 燥 手 段 の 送 風 口 に 対 す る 食 器 類 の 配 置 位 置 に 応 じ て 乾 燥 を 効 率 よ く 行
う こ と が で き る 。
ま た 、 請 求 項 ２ の 発 明 に よ れ ば 、 乾 燥 手 段 の 送 風 口 に 対 す る 食 器 類 の 配 置 位 置 を 配 置 位 置
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検 出 入 力 手 段 に よ り 入 力 し 、 そ の 入 力 情 報 に 基 づ き 乾 燥 手 段 を 制 御 す る こ と に よ り 、 乾 燥
手 段 の 送 風 口 に 対 す る 食 器 類 の 配 置 位 置 に 応 じ て 乾 燥 を 効 率 よ く 行 う こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 例 を 示 す も の で 、 正 面 側 か ら 見 た 食 器 洗 い 乾 燥 機 の 概 略 構 成 図
【 図 ２ 】 光 セ ン サ の 配 置 を 示 す た め の 図
【 図 ３ 】 配 置 位 置 と フ ァ ン 装 置 の 運 転 内 容 と の 関 係 を 示 す 図
【 図 ４ 】 本 発 明 の 第 ２ 実 施 例 を 示 す も の で 、 配 置 位 置 入 力 用 の ス イ ッ チ 及 び 表 示 部 を 示 す
正 面 図
【 符 号 の 説 明 】
１ は 本 体 、 ２ は 洗 浄 槽 （ 乾 燥 室 ） 、 ３ は 洗 浄 ノ ズ ル 、 ４ は ヒ ー タ （ 乾 燥 手 段 ） 、 ６ は 食 器
か ご （ 食 器 載 置 体 ） 、 ７ ， ８ は 食 器 類 、 １ ０ は フ ァ ン 装 置 （ 乾 燥 手 段 ） 、 １ ３ は 送 風 口 、
１ ５ ， １ ６ ， １ ７ は 光 セ ン サ （ 配 置 位 置 検 出 手 段 ） 、 １ ８ ａ ， １ ８ ｂ ， １ ８ ｃ は 発 光 素 子
、 １ ９ ａ ， １ ９ ｂ ， １ ９ ｃ は 受 光 素 子 、 ２ １ は 操 作 パ ネ ル 、 ２ ２ は 制 御 装 置 （ 制 御 手 段 ）
、 ２ ５ ， ２ ６ ， ２ ７ は 配 置 位 置 入 力 用 の ス イ ッ チ （ 配 置 位 置 入 力 手 段 ） 、 ２ ８ ， ２ ９ ， ３
０ は 表 示 部 を 示 す 。
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【 図 ４ 】

(8) JP 2004-283209 A 2004.10.14


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings

